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【目的】  
現在、わが国において疾患や障がいを抱えた小児の多くが、医療施設から在宅へ退院で
きるようになった。同時に、小児在宅医療における社会資源の不足、医療型障害児入所施
設の重度化・高齢化の問題をもたらしている。2016 年度、東海 4 県における小児の訪問看
護の実態調査において、訪問看護は幅広い家族支援の役割を果たしていることが明確にな
った。そして、臨床での小児看護未経験の訪問看護師は、小児の訪問において困難な思い
をしていることが推測された。本研究は、臨床での小児看護未経験の訪問看護師の小児訪
問看護における困難感を明らかにすることを目的とする。  
【方法】  
対象：研究対象者は、A 県内において訪問看護ステーションに勤務する、臨床での小児看
護未経験で、現在、小児の訪問看護をしている訪問看護師とした。  
調査期間：2018 年 10 月～2019 年 2 月。  
データ収集方法：インタビューガイドを用いた半構造化面接を実施した。  
分析方法：得られたデータから逐語録を作成し、意味、内容ごとにデータをコード化した。
データの類似性と差異に注目して内容を分析し、サブカテゴリー化した後、意味、内容が
類似するものを集め、カテゴリー化した。  
倫理的配慮：聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得た。  
【結果】  
訪問看護師 5 名から研究協力を得ることができた。一人当たりの面接時間は、41 分～58
分であった。訪問看護師の経験年数は平均 9 年で、年代は 30 歳～40 歳代であった。分析
の結果、5 つのカテゴリーと、14 のサブカテゴリーが抽出された。  
臨床での小児看護未経験の訪問看護師は、【小児のことがわからない恐怖】や【経験や知
識の不足からくる戸惑い】を抱き、また【支援方法がわからないことへの苦痛】、【母親
との関係構築に困惑】な思いをしながら小児の訪問看護を実施していた。そして、訪問看
護師が小児看護を学ぶ意欲があっても現状として【学べる機会の不足】を感じていた。  
【考察】  
小児看護未経験の訪問看護師が小児の訪問看護時には、不安や恐怖な思いを抱えていた。
また、経験の無さから母親のニーズにあった、適切な援助ができないことへの苦しさを感
じていたことが明らかになった。少子化や入院日数の短縮化の影響により、小児病棟が縮
小化・混合化し、臨床の場において看護師が小児看護を学べる機会が不足している現状が
ある。そのため、小児看護を経験している看護師が少ないことが考えられる。小児看護未
経験の訪問看護師に対して、小児の訪問看護を行う際には、困難感が軽減できるよう、小
児訪問看護の同行訪問の回数の見直しや体制の工夫、また、継続的な研修の参加などの機
会の設定が求められる。今後、小児看護未経験の訪問看護師に対して、小児看護の学習会
や研修の機会を増やすことが重要であると考えられる。  
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